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重職者の手紙　週刊誌

+幸せを探すあなたへ

幸せの優先順位

「お金！お金？お金～」
[image: image4.emf][image: image5.emf]お金さえあれば、人生の問題の70%は解決される？　鋼鉄王アンドリュー・カーネギーは、着ていた服を洗って寝ている間に乾かして、朝にまた着なければならないほど、深刻な貧困に苦しめられていたということです。彼は貧困を踏みつけて成功した後に「人間はお金だけあれば、人生の問題の中の70%は解決することができる」という言葉を残しました。ところで、反対に考えれば、人生の問題の70%がお金のゆえに生じるということではないでしょうか。そうでなければ、それ以上なのかもしれません。
不幸の優先順位　2008年10月に韓国トランスペアレンシー・インターナショナル（TI）が中・高校生1,100人を相手に行った腐敗認識調査結果によれば「私は監獄で10年を暮らしても、10億ウォン（約1億円）をもうけられるならば、汚職・腐敗を行える」という項目に17.7%が「はい」と答えました。４月９日チュンブク、チュンピョンでは、借りたお金を返せと65歳のお母さんを暴行して、首を絞めて殺すという非道な事件があり、同日、学費を用意するために300万ウォン（約30万円）をやみ金から借りた女子大生が、年利430%という悪質なやみ金業者の罠にひっかかって、結局、風俗店に売られてしまい、この事実を知るようになったお父さんは、代わりに返す力がないことを嘆きながら、娘を殺して、自分も首をくくって自殺したことがありました。このように212人から年120～680%の利子を取りたてて、それを返すことができない女子大生を風俗店に強制的に就職させて、33億ウォン（約33億円）を強奪した一団が捕えられたという記事も報道されました。芸能界でトップスターになることは、ロトに当選するほど低い確率なのですが、所属会社は、スターを作るのに投資したお金を回収するために、やむを得ず性の上納と不適切な行為を強要していることが明らかになりました。
もちろん、人間が世の中を生きていくのにお金が必要だということは、聖書でも明らかにしています。「食事をするのは笑うため。ぶどう酒は人生を楽しませる。金銭はすべての必要に応じる」(伝道者の書10:19)しかし、そのお金を愛することが、あらゆる悪の根になるということを聖書は明らかに警告しています。「金銭を愛することが、あらゆる悪の根だからです。ある人たちは、金を追い求めたために、信仰から迷い出て、非常な苦痛をもって自分を刺し通しました」(テモテへの手紙第一6:10)
幸せの優先順位　それなら、人間がそのように望む真の幸せの優先順位は何でしょうか。聖書は、この事実を確かに明らかにしてくれています。「愛する者よ。あなたが、たましいに幸いを得ているようにすべての点でも幸いを得、また健康であるように祈ります」（ヨハネの手紙第三1:2)神様が創造されたすべてのものには、創造の原理があります。魚は水の中に生きていてこそ命が維持でき、鳥は空を飛ぶ時にはじめて自由を味わうことができ、木は土地に根をおろす時、命とともに実を結ぶように、人間は神様とともにいる時、真に幸せになる存在として創造されました。水を離れた魚が、水でない他のどんなものでも満足できないように、神様を離れた人間は、神様との出会いの他には、どんなものでも幸せになるはずがありません。それは、神様に会う瞬間、あなたのすべての問題が解決されるということです。それなら、どうすれば、神様に会うことができるのでしょうか。神様は人間を救うために、自ら人間の姿で来られ、十字架で死に、復活されることによって、人間が滅ぶ根源であるサタンの権威を砕かれ、人間のすべての罪と呪いを贖ってくださいました(ヨハネの手紙第一3:8、マルコの福音書10:45)。そして、神様に会える道になってくださいました(ヨハネの福音書14:6)。その方が、まさにイエス・キリストです。したがって、だれでもキリストとして来られたイエス様を信じて受け入れれば、すぐに神様の子どもになります。この選択がまさに幸せの最高の優先順位です。その時、はじめて、あなたのすべての点も、健康も祝福になるのです。
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神様の子どもになる

受け入れの祈り

愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで、復活されることによって、私のすべての問題を解決してくださったキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから、神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン

神様の子どもの五つの確信
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①　救いの確信：イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救いを受けました(ローマ8:15～16、Iヨハネ5:10～13)

②　祈り答えの確信：神様の子どもはイエス・キリストのお名前で何でも求めることができ、神様はみこころ通りに必ず答えてくださいます(ヨハネ15:7)

③　導きの確信：神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての人生を治めながら導かれます(ヨハネ14:26～27、箴言3:5～6)

④　赦しの確信：あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決され、神様はだれでも罪を悔い改めれば許して下さいます(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤　勝利の確信：救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます(ローマ8:31～37，Ｉヨハネ5:4)
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神様の子どもの毎日の祈り

父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられて、導かれることを感謝します。

今日も、すべての生活の中で、神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊で満たしてください。

私の家庭と現場と行くところごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエス ・キリストの御名で縛ってください。

どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる生活になりますように。

私の生活を通して、イエス様がキリストであるということがあかしされるようにして、私の現場に神の国が臨むようにしてください。

毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利できますように。

今も私とともにおられるイエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン


長老伝道企画時代⑤
三つ撚りの糸は
簡単には切れません
神様がくださった未来の約束★　ハーバード大学の調査機関で、知能指数(IQ)、学歴、育ってきた環境などの条件が同じような若い人々を25年間、調べました。そうしたところ、調査対象者の目標とビジョンによって、25年後の結果は大きい差が現れました。明らかに、長期的な目標を持った3%は、20年後にほとんどすべてが、社会の各界で頭角を現わす成功者になっていました。そして、目標は明らかだったのですが、短期的な目標を持っていた10%の人々は、大部分、専門家として社会の上流層になっていて、目標があいまいだった60%の人々は、ほとんどすべての人が社会の中流層や下流層の人になっていました。一方、目標がなかった27%の人々は、すべて最下位のレベルの生活をしながら、就職と失職を繰り返して、社会に対する不満をつぶやきながら、恨みつつ生きていたということです。どんな方向と未来に対する約束を握っているかによって、事実、私たちの人生も3%、10%、60%、27%の人生として、結論の実が結ぶようになるかもしれません。私は、今、どこに属しているのか振り返ってみる時でしょう。

三つ撚りの糸の組織★　私たちは、今、時代と世界と文化を変える重要な機会を迎えて、神様がくださった重職者時代の約束を握っています。今は重職者が教会のすべての部分に中心にならなければなりません。今までは、韓国や世界教会の中で、重職者の数が少なくて疎外されていました。教会のいろいろな問題のために心配ばかりしていて、重職者ができる意味あることがなかったからです。今は、本格的に重職者が教会の中心になって、私たちの次の世代、外国から来た次世代と連結して、後見人になり、教会内の機関と区域までも見ることができる秘書(総務)組織をそろえて担当しなければならない時です。そして、教役者は重職者がこういう働きをよく果たせるように手助けして、教会と現場と機関、区域が連結できるように調節する役割をしなければなりません。それとともに、重職者大学院と重職者伝道企画チームを通して、全体が同じ流れと方向を持って全世界を生かす組織として立てられて、各個人に対する情報を共有しながら、次世代を生かさなければならないでしょう。
「もしひとりなら、打ち負かされても、ふたりなら立ち向かえる。三つ撚りの糸は簡単には切れない」(伝道者の書4:9～12)
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天の御国の民は

3つのこと以外は味わってはなりません
深い泉を汲み出す呼び水(calling water)　私たちが幼かったときには、地下を深く掘って、ポンプを設置して、深い水を汲み出しました。そのときに、はじめに水を汲み上げようとするなら、まず先に、水をひしゃくに1、2杯ほど注いて、ポンプを押さなければなりません。そうすれば、深い泉の水が流れて、入れた水について上がってくるようになります。この時、水を押し上げるために乾いたポンプに注ぐ水を、呼び水と言います。大事なお客さんが来るという知らせがあれば、村のはずれまで迎えに行くように、恐らく水を迎えに行くという意味でつけられた名前のようです。神様の子どもの人生の中には、いつもこの呼び水が準備されています。いつ、どこでも、神様の深い泉を汲み出せる呼び水が私たちの中にあるという事実を忘れてはいけないでしょう。
深く体験しなければならない3つのこと　①聖霊の内住体験(Ｉコリント3:16、Ｉコリント12:3)-神様の子どもは定刻祈りを通して、聖霊が私と共におられることを最も優先的に体験しなければなりません。世界を福音化できる最も重要なノウハウ、教会が絶対に揺れないでずっと進んでいくことができるノウハウ、はじまれば揺れることも、崩れることもせず、ずっと働きを起こす方法が、まさに聖霊の内住を体験することです。簡単に話せば、私の動機をずっと捨てることです。②聖霊の導き体験(Ⅱコリント7:10)-神様の子どもに残った最高の課題は、聖霊の導きを体験することです。私の開始、進行、結果が、神様の導きに合うかどうかをずっと悩むべきなのですが、これがまさに常時祈りです。③聖霊の満たし体験(使徒1:12～14)-神様の重要なことを私の力で行うことができないということを認めて、正しく考えるのが、まさに聖霊に満たされる開始です。この3つの体験の他にはみな捨ててもかまいません。そうすれば、この時から伝道運動を持続する弟子、持続する場所、持続するシステムが見られるようになります。どうせすべての人間の運命は神様の御手にあり、私の人生が神様の御手に捕えられているのですから、何も心配することはありません。

握って見つけなければならないこと3つ　これからは、この3つの体験の中でみことばを深く握らなければなりません。講壇の説教と教会のお知らせ、すべての献金が、私に成就と祝福の証拠でくるようになっています。聖書全体を見れば、重要な契約(創世記3:15、出3:18、イザヤ7:14、マタイ16:16)が回復する時ごとにみことばが成就する伝道の働きが引続いて起きて、生活が癒されるみわざが起きました。結局、人々に必要なことは福音で、聖霊の満たしであるという事実を発見するようになります。一生をおいてオールインするしかないくらいの答えを見つければ良いのです。もし一生の祈りの課題が出てこないならば、多くの部分が混乱するようになります。そして、一生の伝道計画を見つけなければなりません。そのように見れば、私が一生、どのようにしなければならないかという一生の献金計画が出てきます。一生の献金計画がないということは、私がお金を儲ける重要な理由がないということになります。3つの結論を下して新しく始めれば良いのです。「聖霊内住の他には味わってはならない。聖霊の導きの他には行動もしてはならない。聖霊の満たしの他には考えることもしてはならない」みなさんが、祝福の証人です。

説教_柳光洙牧師,整理_チャ・ドンホ牧師
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COME

来なさい　


ある青年が問題がない世の中はないかと知恵者に尋ねたところ、彼は直ちに返事して、墓に行ってみろと言ったということだ。生きている所には問題があるはずだ。しかし、問題も問題次第だ。健康の問題があるなら、原因を探して、体質に従って食べ物と運動をしながら、必要な医薬の助けを受ければ良いだろう。経済が問題ならば、規律を見直して、貯蓄と消費の均衡がとれるようにすれば良い。しかし、人生はそんなに簡単な問題で囲まれているのではなく、解決が不可能な、解決の開始と終わりも分からないことがとても多いと見られる。それで、自分なりに答えを出した人間の考えは、他人のために善を行って、自分の問題を解いてみようという考えなのだ。それで、この世には、自分の苦しみをいとうことなく、人のために献身する美しい事をしばしば見るようになる。ある場合には、真の知識だけが人間の問題を解く道だと思って、他人が知らない知識を得るためにもがきながら、苦行と修行を毎日行う人々もいる。しかし、結局は、全てのものを宗教に帰依して解決してもらおうとする人生の問題解決の過程にすぎない。逃げたくても、逃げられない困難が、普通の人たちの意識の中にあるので、はたしてどこに道があるのか、働きを見回しながら、きょろきょろ見て、結局は失望してあきらめてしまうのだ。
しかし、道は必ずある。ところで、道があるのに、道を見つけることができないのは、道を知る方法を知らないためだ。宗教の指導者が自信ありげに案内する道はあっても、事実は、彼ら自身にさえ正確な答えにならない不確実な道である。真に人間を絶対者の道に案内して、人間の最大の問題である罪の問題を明快に解いて、生年月日による運命の苦しみから完全に自由をあたえる完ぺきな道、まさにそのような道がなければならないのだ。
他のものとは違って、聖書でイエスは「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」(マタイ11:28)と言われた。こういう表現は、人生の苦しみが分かる者だけが使うことができる用語だ。しかし、他のやり方の、偽りの誘いにだまされて、どれほど多く人が、また他の宗教の苦しみの中でさまよっているのか分からない。しかし、イエスは神様に会う道であり、人間の罪のために十字架で代わりに死んで下さった方で、サタンによって固く縛られたところから自由にしてくださったキリストなので、人間のすべての問題の完全な解答になる。それで、来なさいと言われるのだ。
それなら、だれが行くことができるのか。英語で来なさいという単語は「come」だ。ここには4種類の人がいる。まずC-Children(子どもたち)から来なさいということで、O-Old man(老人)も来なさいということだ。M-Man & Woman(男と女)も来なさいということで、E-Everybody(だれでも)来なさいということだ。

問題解決の答えを持ったキリストは、いろいろな種類の人々が持っている多元化された問題を一気に解ける唯一であると同時に、最高の解決者なのだ。もしかしたら、私にある問題があまり大きいと見えたり、問題は問題なのに、他人に言うことが困難な秘密のことだと思うかもしれないが、その問題の中に真実の答えを与える道があるから、あえて来なさいということであるから、宗教の要求でなく、いのちの呼びかけだと思って、一度、耳を傾けてみてはどうだろうか。
文_チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)

＊相談したい方はこちらまで連絡してください
Happy you








毎日毎日の森の泉





20日(月)


教会の中の弟子運動(使徒5:27～32)


水の根源を持っていれば、日照りにも困難なく水を使うことができるように、力の根源を知っているなら、真の答えを受けられます。「イエスがキリスト、神の国、聖霊の満たし」の奥義を持って、弟子にこの奥義を伝える時、世界を生かす道が開かれます。





14日(火)


天と地と海と陸を揺り動かす(ハガイ2:1～9)


神様の力は、なんでもできます。その神様のみことばを握って、みことばの前で自分自身を振り返りつつ祈れば、神様が空と海と陸と国々を揺り動かされる答えをくださるでしょう。





22日(水)


1,500年ぶりの答え(使徒8:26～40)


神様は暗やみで苦しめられている人間に、すべての問題を解決できるキリストの光を照らしてくださいました。このキリストの契約を握って祈る時、聖霊の内住、聖霊の導き、聖霊の満たしの働きを答えで味わうようになります。





23日(木)


世界福音化のための始まり（ガラテヤ2:20）


神様は私たちのために、より良い祝福を準備しておかれたので、私たちの動機、固執、不信仰、心配を捨てるだけで良いです。そして、福音の前に立てば、みことばが成就して、弟子が起きて、教会が生き返る神様の働きを見るようになります。





24日(金)


信仰の隊列に立ちましょう！


（ピリピ4:6～7)


信仰と不信仰を選択するのは個人の自由ですが、その結果は、とても大きな差になります。不信仰の結果はサタンの働きと地獄の苦しみがもたらされますが、信仰の働きは、時代と歴史と次世代を生かす福音運動の実をもたらすようになります。





25日(土)


福音の結果を知っている人々(使徒1:1～11)


世の中に出て行く前に、祈りの味を知って、祈りの力を持っているならば、100%勝利することができます。私たちはキリスト、神の国、聖霊の満たしの奥義を知って、持って、味わう証人です。この奥義を持った者の祈りの前には、どんなことも問題になることがありません。





週間メッセージ�
�



産業宣教┃福祉と宣教(使徒3:1～12)


伝 道 学┃運命(Ⅱテモテ4:1～5)


核心訓練┃キリストとの出会い


(マルコ3:13～15)


聖日1部┃復活の力(ルカ24:1～12)


聖日2部 ┃神様の恵み(Ｉｺﾘﾝﾄ15:1～11)





イラスト＿ユン・スルギ








